（各課様式１）

予算要求資料
平成３１年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費
	事業名　新防災情報アクセス改善事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　危機管理部　防災課　防災企画係　電話番号：058-272-1111（内2747）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11115@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　6,777千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	6,777
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,777

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　・　県総合防災ポータルサイトは、災害時の防災情報（気象情報、雨量・河川水位情報等）、平時からの防災対策（地震対策チェック表、生活防災情報、各種の防災関連計画、過去に経験した災害関連資料）などの情報を網羅するため、多岐にわたる情報をその都度追加。
　　・　その結果、サイトの構成が複雑となり、一見して必要な情報にたどり着けない状態となっているほか、ライフライン情報へのリンク不足、また、スマートフォンや多言語への対応がないなど、改善の余地が多い。
　　・　このため、掲載情報を改めて整理のうえ、全体の体系を見直し、画面デザインの更新・機能の付加も含め、より使いやすいサイトへの改訂が必要。
（２）事業内容
　　　「岐阜県総合防災ポータル」を利用者の目線に立って改修

・サイト構成・デザイン変更（スマホ表示対応、リンク刷新等）
・気象マップ表示（市町村マップ表示等）
・外国語表示（英文、中文、韓文等の多言語表示機能）
・ＳＮＳ連携（県危機管理部ツイッター表示・ＱＲコード表示等）
（３）県負担・補助率の考え方
　　　県が管理するウェブサイトのアクセス改善のための事業であることから、県による実施が妥当
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	業務委託料
	6,777
	ポータルサイトの改修

（サイト構成・デザイン変更、気象マップ表示、ＳＮＳ連携等）

	合計
	6,777 
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　　有
　「岐阜県地域防災計画」
　　　・災害予防　　－防災思想・防災知識の普及

（防災に関する様々な情報やデータをわかりやすく発信）
　　　・災害応急対策－通信の確保（インターネット通信の活用）

　　　　　　　　　　　災害広報（インターネットを活用した的確な情報提供）

（２）国・他県の状況

　　　多くの県において防災情報に関する総合的なサイトを構築・運用
（３）後年度の財政負担
　　　サイト運営に係る維持管理経費等は予定していない
（４）事業主体及びその妥当性
　　　サイトの見直しに当たっては、技術的、専門的な改修を伴うことから、専門事業者に委託することが必要
事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　近年、局所集中型の豪雨災害や内陸型地震など大規模災害が頻発していることも踏まえ、県民に認知度の高い情報発信媒体となるよう改修を行い、災害時・平時を問わず一層の活用を促進する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業

開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	「岐阜県防災情報ポータルサイト」への月平均アクセス数
	
7,045
（H29）
	
	
	7,045
（H29）
	10,000
（H31）
	


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	県総合防災ポータルは、県内の防災情報を一元的に入手できる情報発信媒体であり、そのアクセスの改善は急務である。また、スマートフォンやＳＮＳを日常的に活用する若い世代にも広くサイトを活用いただくため、スマートフォン表示対応、ＳＮＳとの連携など、機能の充実が不可欠である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	　現在はポータルサイトの存在自体が県民に十分に知られていないことから、リニューアルを機に、様々な機会をとらえて県民に周知していく必要がある。



（次年度の方向性）
	


